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林 孝浩 

文部科学省研究振興局 情報課計算科学技術推進室長 
 
スーパーコンピュータによるシミュレーショ

ンは、理論、実験に並ぶ第 3の手法であり、そ
の活用により研究開発システムの革新、新たな

学問分野の開拓、わが国の競争力の強化が期待

されるなど、今後のわが国の科学技術や産業の

発展の基礎となる大きな役割を担うものです。 
こうしたことから、第 3期科学技術基本計画
において次世代スーパーコンピュータを「国家

的な大規模プロジェクトとして基本計画期間中

に集中的に投資すべき基幹技術」である国家基

幹技術と位置づけるとともに、昨年 8月に決定
された第 4期科学技術基本計画においても世界
最高水準のハイパフォーマンス・コンピューテ

ィング技術は国家存立の基盤となる研究開発課

題と位置づけられ、国みずからが長期的視点に

立って継続的に研究開発を進めていく旨が定め

られています。 
文部科学省としても、このような政策を踏ま

え、平成 18年度から次世代スーパーコンピュ
ータ計画を進めて参りました。この計画は、事

業仕分け等の議論を踏まえ、平成 22年度予算
において、開発者側視点から利用者視点へ転換

し多様なユーザーのニーズに応える「革新的ハ

イパフォーマンス・コンピューティング・イン

フラ（HPCI）」を構築する計画となりました。
具体的には、「京」を中核に大規模ストレージや

大学等の有するスパコン等をネットワークで接

続し、計算資源を最適に活用するとともに、デ

ータの共有や共同分析を可能とするものです。 
HPCIの整備・運用については、ユーザーの
さまざまなニーズを踏まえ行うことが重要であ

ることから、ユーザコミュニティの中核となっ

ている機関、大型スパコンを有する大学や独法、

ネットワーク構築を支援する機関から構成され

るHPCIコンソーシアムが主導して実施してい
ます。平成 22年 7月に準備段階のコンソーシ

アムが発足し、HPCIの構築・運用の具体化と
コンソーシアムの本格的な運営に向けた検討を

進めてきました。 
 

 

図 1 京速コンピュータ「京」 
写真提供：独立行政法人 理化学研究所 
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図 2 革新的ハイパフォーマンス・コンピュー
ティング・インフラ（HPCI）のイメージ図 

それを受けて、コンソーシアムは平成 24年 4
月 2日に一般社団法人化により本格段階へ移行
し、計算科学技術に関わる全ての者（計算科学

技術関連コミュニティ）に開かれたものである

ことを理念のもと、計算科学技術に関わるコミ

ュニティの幅広い意見集約の場として、HPCI
システムの整備・運用方針やわが国の計算科学

技術の振興策並びに将来のスーパーコンピュー

テング等について検討し、国や関係機関に提言

する等の活動を行うこととしています。HPCI
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コンソーシアムが今後のわが国の計算科学技術

の発展に大きな役割を果たしていけるよう、関

係者の皆様の積極的な参画を期待しています。 
HPCIの中核となる「京」の開発・整備につ
いては、平成 23年 11月に性能目標である 10
ペタフロップスを達成し、また、平成 23年 6
月及び 11月のスーパーコンピュータ性能ラン
キングTOP500において世界 1位を獲得するな
ど、平成 24年 6月の完成、秋の共用開始に向
け順調に進んでいます。 
「京」の運用については、特定先端大型研究

施設の共用の促進に関する法律（共用法）に基

づき、多様な分野のさまざまなユーザーが活用

できるよう、透明かつ公正な手続きによる利用

機会の提供や適切なユーザー支援を行うことと

しています。 
一般財団法人 高度情報科学技術研究機構

（RIST）が利用促進業務実施機関として今年 4
月より業務を開始しており、秋の共用開始に向

けて課題選定業務などの準備が進められていま

す。 
このように「京」及びHPCIの整備・構築は
着実に進んでおり、本年秋にはユーザーに利用

しやすいコンピュータインフラの運用が開始さ

れることとなります。 
今後は、この「京」を中核とした HPCIを有
効に活用し、多くの画期的な成果を出すことが

重要であり、文部科学省としてもこれを積極的

に推進しています。 
そのため、文部科学省では、平成 18年度よ
りナノテクノロジー分野及びライフサイエンス

分野において、「京」を最大限活用するためのソ

フトウェアを研究開発すべく、グランドチャレ

ンジアプリケーション開発を推進してきました。 
その中で開発されたアプリケーションソフト

を用いて「京」の試験利用により実施された

『「京」による 10万原子シリコン・ナノワイヤ
の電子状態の第一原理計算』が、平成 23年 11
月にゴードン・ベル賞の最高性能賞を受賞しま

した。グランドチャレンジアプリケーションの

実用的価値と「京」のアプリケーション実行で

の性能が高く評価された結果だと考えています。 
さらに、「京」を中核にした HPCIの能力を
最大限活用して世界的な成果をいち早く創出す

るため、社会的・学術的に大きなブレークスル

ーが期待できる 5つの分野を戦略分野として設
定し、それらの分野の核となる戦略機関を中心

に研究開発とその体制構築を進めていく戦略プ

ログラムを平成 23年度から本格実施しており
ます。 
完成後の「京」を用いたシミュレーションに

より、地震・津波の被害軽減や、薬の開発や循

環器の統合シミュレーション、高効率の太陽電

池の開発などさまざまな成果が創出されるよう、

こうした取組を着実に進めていきます。 
科学技術の成果の社会への還元を一層促進す

ることは、国の科学技術政策の重要な課題の 1
つであり、「京」をはじめとした先端大型研究施

設をいかに産業界の利用促進につなげるかが重

要であります。 
産業利用の促進については、HPCIコンソー
シアムにおける検討の中でも議論がされてきま

した。例えば、有効性が実証できる枠組み作り

として、トライヤルユース枠の設定、また、利

用支援を強化するための取組として、情報の一

元的提供、コンシェルジェ的相談窓口の設置、

ソフトウェア移植・チューニング支援など、さ

らに、利用環境の整備のため、SINET4への産
業界からのスムースな接続、アクセスポイント

（東西 2ヶ所）、成果の帰属と知財権の明確化
などの提案をいただいており、こうした提言を

踏まえた産業利用の促進の取組を進めています。 
このように「京」を中核とした HPCIの整備
が着実に進む一方、スーパーコンピュータの性

能は、これまで 10年間で約 1000倍のペースで
進展し、今後も同様の傾向が続くと予想されて

おり、将来を見据え、ハード・ソフトに関わる

HPCIシステムの高度化を総合的かつ戦略的に
推進していくことが必要です。また、世界各国

が激しい開発競争を展開しており、欧米ではエ 
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ＨＰＣＩ戦略プログラム戦略分野ＨＰＣＩ戦略プログラム戦略分野

「京」を中核とするＨＰＣＩを最大限活用し、①画期的な成果創出、②高度な計算科学技術環境を使いこなせる人
材の創出、③最先端コンピューティング研究教育拠点の形成を目指し、戦略機関を中心に戦略分野の「研究開
発」及び「計算科学技術推進体制の構築」を推進する。

分野１

分野２

分野３

分野４

分野５

予測する生命科学・医療および創薬基盤
ゲノム・タンパク質から細胞・臓器・全身にわたる生命現象を統合的に理解することにより、疾
病メカニズムの解明と予測をおこなう。医療や創薬プロセスの高度化への寄与も期待される。

予測する生命科学・医療および創薬基盤
ゲノム・タンパク質から細胞・臓器・全身にわたる生命現象を統合的に理解することにより、疾
病メカニズムの解明と予測をおこなう。医療や創薬プロセスの高度化への寄与も期待される。

新物質・エネルギー創成
物質を原子・電子レベルから総合的に理解することにより、新機能性分子や電子
デバイス、更には各種電池やバイオマスなどの新規エネルギーの開発を目指す。

新物質・エネルギー創成
物質を原子・電子レベルから総合的に理解することにより、新機能性分子や電子
デバイス、更には各種電池やバイオマスなどの新規エネルギーの開発を目指す。

防災・減災に資する地球変動予測
高精度の気候変動シミュレーションにより地球温暖化に伴う影響予測や集中豪雨の予測
を行う。また、地震・津波について、これらが建造物に与える被害をも考慮した予測を行う。

防災・減災に資する地球変動予測
高精度の気候変動シミュレーションにより地球温暖化に伴う影響予測や集中豪雨の予測
を行う。また、地震・津波について、これらが建造物に与える被害をも考慮した予測を行う。

次世代ものづくり
先端的要素技術の創成～組み合わせ最適化～丸ごとあるがまま性能評価・寿命予測というプロ
セス全体を、シミュレーション主導でシームレスに行う、新しいものづくりプロセスの開発を行う。

次世代ものづくり
先端的要素技術の創成～組み合わせ最適化～丸ごとあるがまま性能評価・寿命予測というプロ
セス全体を、シミュレーション主導でシームレスに行う、新しいものづくりプロセスの開発を行う。

物質と宇宙の起源と構造
物質の究極的微細構造から星・銀河の誕生と進化の全プロセスの解明まで、極微の素粒
子から宇宙全体に至る基礎科学を融合し、物質と宇宙の起源と構造を統合的に理解する。

物質と宇宙の起源と構造
物質の究極的微細構造から星・銀河の誕生と進化の全プロセスの解明まで、極微の素粒
子から宇宙全体に至る基礎科学を融合し、物質と宇宙の起源と構造を統合的に理解する。

・理化学研究所・理化学研究所

・東大物性研（代表）
・分子研
・東北大金材研

・東大物性研（代表）
・分子研
・東北大金材研

・海洋研究開発機構・海洋研究開発機構

・東大生産研（代表）
・宇宙航空研究開発機構
・日本原子力研究開発機構

・東大生産研（代表）
・宇宙航空研究開発機構
・日本原子力研究開発機構
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・高エネ研
・国立天文台

・筑波大（代表）
・高エネ研
・国立天文台

＜戦略分野＞＜戦略分野＞ ＜戦略機関＞＜戦略機関＞

※京速コンピュータ「京」で、社会的・学術的に大きなブレークスルーが期待できる分野を「戦略分野」（５分野）とする。
※各戦略分野の研究開発、分野振興等を牽引する機関を「戦略機関」とする。  

図 3 HPCI戦略プログラム戦略分野 

イノベーション創出の基盤となる最先端研究環境の構築
～革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）の構築～

観測データとシミュレーションの融合による津
波予測の高精度・高速化、複合災害の予測

シミュレーション
スケール

（例）地震・津波の予測精度高度化

生活・社会の質向上に貢献！

５０ｍ単位での
広域モデル
による予測

次世代スパコン現状

１０ｍ単位での
日本列島域モデル
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ライフ・イノベーションライフ・イノベーション

（例）薬の開発
シミュレーションでの予
測とデータの組合せで、

薬の副作用などの予
測が可能になる。

動物実験など シミュレーションで予測
次世代スパコン現状

新しい予測医学を開拓！

（例）循環器系統合シ
ミュレーション

血管壁と血小板との

相互作用を取り入れ

た血栓成長・血管閉塞
のプロセスの解明によ

る病態予測・治療法の

向上。

２次元
局所的

３次元
大域的

次世代スパコン現状

写真提供：理化学研究所、 （株）富士通、（株）ＩＨＩ

ものづくりプロセスを革新！
（例）ジェットエンジン
の丸ごと解析
ジェットエンジン全体のシミュレーショ
ンによる空力、伝熱、燃焼、構造の解
析が可能となる。

次世代スパコン

開発期間10年

現状

開発期間7年
開発費1,500～
2,000億円

開発費750～
1,000億円

グリーン・イノベーション
創出を促進！

情報通信システムの
低炭素化に貢献！！

次世代スパコン用
CPU Sparc64VIIIfx

グリーン・イノベーショングリーン・イノベーション

デバイス全体

（例）新しい省エネ半導体材料の開発
原子一つ一つをシミュ

レーションすることにより、
試行錯誤で行っていた材

料開発が画期的に進歩

する。

１０万原子
現状 次世代スパコン

２千原子
シミュレーション
スケール

次世代スパコン用に開発
された先端的技術の市場
展開により、情報通信機
器の消費電力を飛躍的
に低減。
現行のスパコン用CPU
と比較して約7.4倍の
消費電力性能！

・多様なユーザーニーズに応える利用の推進！・多様なユーザーニーズに応える利用の推進！
・世界に先駆けた・世界に先駆けた画期的な画期的な成果を創出！成果を創出！

国民生活の安定・安全国民生活の安定・安全

（例）スパコン用省エネ技術の市場展開

シミュレーション
スケール

産業競争力強化産業競争力強化

全てのユーザに開かれた利用全てのユーザに開かれた利用
しやすい最先端研究環境を構築しやすい最先端研究環境を構築

（次世代スパコン「京」を中核とし、国内の主要スパコン
とネットワークで結んだオールジャパンの世界最先端
コンピューティング基盤の整備・利用の推進）

 

図 4 イノベーション創出の基盤となる最先端研究環境の構築 
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クサフロップス級の HPC技術の開発に向けた
取組を進めています。わが国としてもこうした

動きに遅れることなく研究開発を進めていくこ

とも必要です。 
そのため、HPC技術等の HPCIシステムの
高度化に必要な技術的知見を獲得することを目

的とした調査研究を平成 24年度、平成 25年度
に実施することとしています。10年後のわが国
の社会的・科学的課題の解決という視点から複

数のシステムを厳選し、各システムについて、

ハードウェアの技術動向調査、システム設計研

究・システムソフトウェアの検討等を行い、5
～10年後のわが国の HPCIシステムに必要な
技術的知見を獲得するとともに、事業終了年度

に各システムに関し評価を行い、その結果を踏

まえ、今後の HPCI構成システム等のあり方に
反映することとしています。 
このような技術的検討に加え、今後 10年程

度を見据え、わが国の HPCI計画の推進のあり
方について必要事項を調査検討するために、平

成 24年 2月に、HPCI計画推進委員会のもと
に、今後の HPCI計画推進のあり方に関する検
討ワーキンググループ（WG）を設置しました。
ＷＧでは、国内外の計算科学技術の動向、HPCI
の活用で実現する科学的・社会的成果、HPCI
システム構成のあり方、HPCI全体のネットワ
ークや利用体制のあり方等について調査検討し、

平成 24年 5月末頃に基本的な考え方、今後さ
らに検討すべき事項等を整理し、平成 25年夏
頃を目途に中間報告を、平成 26年 3月頃を目
途に最終報告をとりまとめることとしています。 
冒頭にも申し上げたように、スーパーコンピ

ュータによるシミュレーションは今後のわが国

の科学技術や産業競争力の発展の基礎となる重

要な分野です。文部科学省としても、長期的視

点に立って、スーパーコンピュータに関する技

術力の維持・強化を図るとともに、革新的な計

算環境を構築し、その利用の推進を図ることに

より、コンピュータシミュレーションにより、

人類の直面するさまざまな課題の解決に資する

画期的な成果の創出と、その社会への還元を引

き続き進めていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 


